
は
じ
め
に

数
あ
る
伊
勢
神
道
書
の
中
で
、
そ
の
理
論
形
成
に
影
響
を
与
え
た
外
来
思
想

に
つ
い
て
考
え
る
際
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
書
物
に
『
大
元
神
一
秘
書
』

（
以
下
『
一
秘
書
』
と
略
称
す
る
）
が
あ
る
。
本
書
は
伊
勢
神
道
書
の
述
作
に

用
い
ら
れ
た
典
籍
類
の
出
典
集
と
も
い
う
べ
き
書
物
で
、
『
日
本
書
紀
』
や

『
古
語
拾
遺
』
等
の
日
本
の
古
典
は
も
と
よ
り
、
道
家
の
典
籍
や
儒
書
、
仏
書

か
ら
の
引
用
文
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
も
し
本
書
の
著

者
や
成
立
年
代
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
伊
勢
神
道
論
の
形
成
過
程
や
思
想
構
造

の
解
明
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の

よ
う
に
本
書
は
伊
勢
神
道
の
形
成
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
書
物
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、

そ
の
著
者
や
成
立
年
代
に
つ
い
て
も
本
格
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
本
書
の
述
作
者
と
成
立
時
期

の
検
討
を
行
い
、
次
に
神
道
五
部
書
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
伊
勢
神
道
の
成

伊
勢
神
道
の
形
成
と
度
会
行
忠

口
『
大
元
神
一
秘
書
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

一
『
大
元
神
一
秘
書
』
の
述
作
者
と
そ
の
成
立
時
期

本
書
の
著
者
及
び
成
立
時
期
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
説
を
述
べ
た
も
の
と
し

て
は
、
管
見
に
触
れ
た
限
り
で
は
昭
和
十
二
年
刊
の
『
神
道
大
辞
典
』
の
「
大

元
神
一
秘
書
」
の
項
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
度
会
神
道
大
成
・
前
篇
』
所
収
の
本
書
の
解
題
は
全
く
『
神
道
大
辞
典
』
の

説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
神
道
大
辞
典
』
の
説
を
み
る
と
、
著

者
に
つ
い
て
は
、
「
鎌
倉
末
期
に
外
宮
神
道
者
の
手
に
成
」
っ
た
と
し
、
そ
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
、
「
書
名
は
元
応
二
年
撰
の
「
類
聚
神
祇
本
源
』
に
見
え

て
ゐ
る
の
が
初
見
で
、
次
い
で
翌
元
亨
元
年
の
『
高
宮
盗
人
關
入
粧
異
事
』
の

注
進
状
に
も
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
中
に
大
神
宮
神
祇
本
紀
（
倭
姫
命
世
記
の

別
名
）
を
引
い
て
ゐ
る
か
ら
、
神
道
五
部
書
の
成
立
以
後
、
元
応
二
年
以
前
の

も
の
と
見
ら
れ
」
る
と
述
べ
て
い
る
。

立
に
つ
い
て
照
明
を
あ
て
、
最
後
に
伊
勢
神
道
の
形
成
に
果
し
た
度
会
行
忠
の

役
割
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

高
橋
美
由
紀

’

一

一

九



こ
の
説
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
承
る
と
、
ま
ず
上
限
に
つ
い
て
は
、
事

実
『
一
秘
書
』
の
「
御
餓
都
神
」
の
条
に
、
「
太
神
宮
神
祇
本
記
下
日
」
と
し

て
『
倭
姫
命
世
記
』
の
冒
頭
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
下
限
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
類
聚
神
祇
本
源
』

に
も
『
高
宮
盗
人
關
入
惟
異
事
』
の
中
に
も
『
大
元
神
一
秘
書
」
な
る
書
名

も
、
本
書
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
文
章
も
全
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
僅
か
に
後
者
の
文
中
に
、

披
二
神
道
神
一
之
秘
書
一
。
窺
二
内
證
外
用
之
元
始
一
。
一
高
官
殿
中
霊
鏡

事
。

秘
書
云
。
夫
以
。
泰
山
府
君
。
或
居
二
東
方
一
。
而
為
二
万
物
之
首
一
。
或

参
二
北
辰
一
。
而
為
二
群
霊
之
長
一
。
運
之
増
長
。
莫
レ
不
し
依
二
其
冥
察
一
。

命
之
巡
寄
。
莫
レ
非
二
其
扶
持
一
云
云
。
（
傍
線
筆
者
）

と
、
「
神
道
神
一
之
秘
書
」
な
る
言
葉
が
見
え
る
の
で
、
或
は
こ
れ
を
以
て

『
一
秘
書
』
を
指
す
と
み
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
は
次
の

「
秘
書
云
」
と
い
う
文
は
『
一
秘
書
』
と
は
全
く
関
係
の
無
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
他
本
書
中
に
『
一
秘
書
』
か
ら
引
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
章
も
字
句
も
全

く
認
め
ら
れ
な
い
。
「
神
道
神
一
之
秘
書
」
を
以
て
『
一
秘
書
』
を
指
す
も
の

と
断
ず
る
に
は
根
拠
が
き
わ
め
て
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す

る
に
、
『
神
道
大
辞
典
』
の
下
限
の
設
定
は
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
支
持
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
本
書
の
成
立
時
期
及
び
撰
者
に
つ
い
て
改
め
て
私
な
り
の
検
討
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
、
本
書
の
成
立
期
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
御
饒
都
神
」
の
条
に
、

一

１

Ｖ

太
神
宮
神
祇
本
記
下
日
。
天
地
開
關
之
初
。
神
宝
日
出
之
時
。
御
撰
都
神

与
二
大
日
妻
貴
一
豫
結
二
幽
契
一
・
永
治
一
一
天
下
一
。
言
寿
宣
。
建
或
為
し
日
為
し

月
。
永
懸
而
不
レ
落
。
或
為
レ
神
為
し
皇
。
常
以
無
し
窮
云
々
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
「
太
神
宮
神
祇
本

記
下
」
な
る
書
は
、
既
に
西
田
長
男
博
士
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
如
く
、

『
倭
姫
命
世
記
』
（
以
下
『
世
記
』
と
略
称
す
る
）
の
別
名
で
あ
る
。
事
実
、

２

こ
の
文
は
『
世
記
』
冒
頭
の
言
葉
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
故
に
、
本
書
が

『
世
記
』
成
立
以
後
の
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の

『
世
記
』
の
成
立
は
い
つ
か
。
西
田
氏
は
『
世
記
』
が
「
太
神
宮
神
祇
本
記

下
」
と
別
称
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
こ
れ
と
対
を
な
す
「
太
神
宮
神
祇
本

記
上
」
に
当
る
の
が
『
神
祇
譜
伝
図
記
』
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
『
譜
伝
図
記
』
が
文
永
七
年
（
一
二
七
○
）
か
ら
弘
安
八
年
（
一
二

八
五
）
の
間
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
従
っ
て
こ
れ
と
対
を
な
す
『
世

３

記
』
も
ま
た
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
。
他
方
、
久
保
田
収
氏

は
、
西
田
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
更
に
そ
の
時
期
を
限
定
し
、
建
治
三
年
（
一
二
七

４

七
）
か
ら
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
の
間
と
ゑ
て
お
ら
れ
る
。
以
上
の
先
学
の

研
究
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
『
世
記
』
を
引
く
こ
の
『
一
秘
書
』
の
成
立
も

西
田
説
に
従
え
ば
文
永
七
年
、
久
保
田
説
に
従
え
ば
建
治
三
年
以
前
に
は
遡
る

こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
そ
の
成
立
期
の
下
限
で
あ
る
。
そ

の
解
明
の
手
が
か
り
を
私
は
『
一
秘
書
』
の
内
容
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
た
い

と
思
う
。

ま
ず
、
『
一
秘
書
』
の
構
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
引
用
さ
れ
て
い
る
典
籍

名
、
引
用
条
文
数
を
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
の
数
字
が

⑤

引
用
条
文
数
を
示
す
）
。

三

○
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一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
家
関
係
の
書
、
か
ら
の
引
用
が
多
く
全
体
の

約
半
数
を
占
め
て
お
り
特
に
『
老
子
』
及
び
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
河
上
公

６

注
』
・
『
老
子
述
義
』
へ
の
依
存
度
の
高
さ
が
目
立
つ
。
又
、
内
容
的
に
ゑ
る

と
、
宇
宙
論
（
天
地
開
關
の
項
）
、
根
源
神
と
し
て
の
国
常
立
尊
観
（
国
常
立

尊
の
項
）
、
神
人
関
係
論
（
神
主
・
官
長
の
項
）
等
の
い
わ
ば
伊
勢
神
道
論
の

根
幹
を
な
す
部
分
が
主
と
し
て
道
家
の
書
か
ら
の
引
用
に
依
っ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
数
多
い
伊
勢
神
道
書
の
中
で
道
家
思
想
と
の
関
連
の
深
い
書
と

し
て
想
い
起
さ
れ
る
の
は
度
会
行
忠
の
著
わ
し
た
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘

書
』
（
以
下
『
神
名
秘
書
』
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
例
は
、

「
古
天
地
未
し
割
。
…
…
干
し
時
天
地
之
中
生
二
一
物
一
。
状
如
二
葦
牙
一
。
便
化
為

神
号
二
国
常
立
尊
一
。
」
と
い
う
『
日
本
書
紀
』
天
地
開
關
段
本
文
の
引
用
の
後

に
付
さ
れ
た
割
注
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
煩
を
厭
わ
ず
引
用
す
る
と
次

の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

霜
就
二
古
事
一
粗
考
二
元
始
一
。
古
天
地
未
し
分
。
神
聖
未
し
形
ｐ
湛
然
凝
寂

文
起

所
請
事

信日

月 心

＝＝＝＝＝＝＝＝

老
子
（
１
）

君
平
云
（
１
）

グ、〃、

11
四、

河
上
公
注
老
子
（
１
）_ノ

ー

古
今
蒙
隷
文
体
云
（
１
）
｜
無
量
寿
経
（
２
）

’

守
二
五
性
一
去
二
六
情
一
。
節
二
志
味
一
情
二
五
蔵
一
・
或
日
。

身
正
則
形
一
・
神
明
千
万
共
湊
二
己
身
一
也
。
能
不
レ
知
三
道
之
所
二
常
行
一
。

其
妙
一
。
常
有
欲
以
観
し
微
。
以
二
大
道
一
制
二
情
欲
一
。
不
し
害
二
精
神
一
。
治
レ

道
無
し
形
。
故
不
し
可
レ
名
也
。
始
者
道
。
吐
レ
気
布
レ
化
。
出
二
於
虚
無
一
為
二

妄
作
二
巧
詐
一
。
精
神
散
亡
。
故
発
狂
。
失
二
神
明
一
。
故
凶
者
也
。
人
能

含
し
気
生
二
万
物
一
。
長
大
成
熟
如
二
母
之
養
ワ
子
也
云
々
。
故
常
無
欲
以
観
二

散
則
為
中
器
用
上
也
。
建
謂
無
名
則
天
地
之
始
。
或
日
。
無
名
者
謂
レ
道
。

道
生
二
陰
陽
一
。
々
々
生
二
和
清
濁
一
・

法
し
道
而
精
気
自
成
９
地
法
レ
天
而
万
物
生
長
実
。
惣
道
始
無
二
形
状
一
而
能

為
二
万
物
一
設
二
形
象
一
。
生
二
於
虚
無
之
中
一
受
二
大
意
之
象
一
者
也
。
故
日
。

天
地
之
本
始
一
也
云
々
。
有
名
則
万
物
之
母
。
或
日
。
有
名
謂
二
天
地
一
・

万
物
一
。
若
下
道
散
為
二
神
明
一
。
流
為
二
日
月
一
。

為
二
万
化
之
本
一
。
謂
二
之
諸
神
之
本
地
一
・

↑
本
地
一
。

真
言
云
（
１
）

’山
。
肝
臓
魂
。
肺
臓
塊
。
心
藏
神
。
腎
臓
情
。

杳
冥
桃
惚
莫
レ
測
二
涯
際
一
。
天

三
気
分
為
二
天
地
人
一
。

地
人
一
。

類古文

音三五鏡
口口

次 秘

序拾府

｜
’

一
一
一
一
一
一

分
為
二
五
行
一
。

々
々
々
生
二

■
且
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
８
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
１
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１
７
１
・
１
１
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
Ｉ
ｊ
０
０
■
■
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｇ

二
五
行
一
。
万
物
之
撲

人
能
養
レ
神
則
不
し

云遣論
’

（
１
１
）

（
利
且
）

（
１
１
）



来
於
己
一
。
大
道
自
帰
し
己
。
或
日
。
大
道
也
。
天
大
地
大
壬
亦
大
也
。

布
二
気
天
地
一
無
し
所
し
不
し
通
也
云
々
。
背
し
之
則
凡
也
。
順
し
之
則
聖
也
。

天
神
地
祇
為
二
一
大
事
一
出
現
。
蓋
為
し
此
耳
。

こ
の
う
ち
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
『
老
子
』
本
文
や
そ
の
注
釈
書
で
あ
る

『
河
上
公
注
老
子
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
道
家
の
「
道
」
の
観
念
を
援
用
し
て
天
地
開
關
や
神
の
意
義
、
神

人
関
係
の
あ
り
方
な
ど
を
説
き
明
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
て
み
て
も
、

行
忠
の
神
道
思
想
に
道
家
思
想
が
い
か
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
が

窺
わ
れ
よ
う
。
行
忠
の
道
家
思
想
へ
の
関
心
の
深
さ
は
、
そ
の
著
『
古
老
口
実

伝
』
の
中
に
「
如
在
ノ
礼
儀
用
心
ノ
書
」
の
一
冊
と
し
て
「
老
子
経
」
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
し
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
神
道
論
の
主
要
な
柱
と
し
て
道
家
思
想
を
援
用
す

る
点
に
お
い
て
『
一
秘
書
』
と
『
神
名
秘
書
』
は
そ
の
思
想
傾
向
を
共
通
に
し

て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
両
者
の
関
係
は
単
に
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
か
と
い

う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
両
書
の
内
容
を
子
細
に
比
較
検
討
し
て
承
る

と
、
よ
り
緊
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
例
を
示
そ
う
。

一
、
『
神
名
秘
書
』
の
諾
再
二
神
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

（
但
し
、
八
Ｖ
内
は
原
文
で
は
割
注
の
形
で
記
さ
て
い
る
。
以
下
同
じ
。
）

知
神
七
代
成
神
伊
弊
諾
尊
砕
伊
弊
再
尊
確
。
八
此
二
神
。
青
橿
城
根
尊
之

子
也
。
一
名
号
二
伊
舎
那
天
一
也
。
乾
坤
之
道
相
参
而
化
。
所
以
成
二
此
男

女
一
。
而
為
二
天
神
地
祇
之
父
母
。
天
地
万
物
之
性
霊
一
者
也
。
凡
以
二
天

精
一
為
し
神
。
以
二
地
精
一
為
し
祇
。
以
二
人
精
一
端
し
鬼
。
故
謂
二
天
神
地
祇

口

人
鬼
一
是
也
。
亦
宗
廟
云
謂
二
国
家
大
祖
一
也
。
社
稜
云
謂
二
守
レ
士
為
し
社
。

脾
臓
志
。
五
臓
尽
傷
則
五
神
去
也
云
々
・
清
二
五
臓
一
則
天
降
二
神
明
一
往
二

守
レ
穀
為
ワ
榎
。
老
子
経
云
。
受
二
国
之
垢
一
。
是
謂
二
社
種
之
主
一
。
注
日
。

人
君
能
受
二
国
之
垢
濁
一
若
四
江
海
不
三
逆
二
小
流
一
。
則
能
長
保
二
社
穫
一
為
二

一
国
之
君
主
一
也
。
事
始
云
。
孝
経
説
日
。
種
五
穀
之
長
。
左
伝
日
。
有
二

列
仙
氏
之
子
柱
一
。
列
仙
炎
帝
之
世
也
。
自
レ
夏
以
上
祝
し
之
。
周
棄
亦
為
し

稜
。
后
榎
也
。
為
二
唐
官
一
。
自
レ
商
以
来
祀
し
之
。
命
配
し
祭
云
々
。
Ｖ

こ
の
う
ち
、
㈲
の
部
分
は
諾
再
三
神
お
よ
び
天
神
・
地
祇
・
人
鬼
に
つ
い
て

説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
が
ヨ
秘
書
』
の
中
に

認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
「
人
皇
」
の
項
の
中
の
次
の
よ
う
な
条
文

が
そ
れ
で
あ
る
。

日
蓋
天
神
七
代
成
神
伊
弊
諾
轤
伊
弊
閂
尊
。
帳
此
二
神
一
名
号
二
伊
舎
那

天
一
也
。
乾
坤
之
道
相
参
而
化
。
所
以
成
二
此
男
女
一
。
而
為
二
天
神
地
祇
之

父
母
。
天
地
万
物
之
性
霊
者
也
。
凡
以
二
天
精
一
為
し
神
。
以
二
地
精
一
為
し

祇
。
以
二
人
精
一
為
し
鬼
。
故
謂
二
天
神
地
祇
人
鬼
一
是
也
。

次
に
。
、
日
は
宗
廟
・
社
溌
に
つ
い
て
主
に
漢
籍
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
説

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
『
神
名
秘
書
』
の
こ
の
部
分
も
『
一
秘

書
』
の
中
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
臼
の

「
社
稜
」
の
説
明
の
部
分
で
あ
る
が
、
『
一
秘
書
』
の
「
社
稜
神
」
の
項
の

次
の
よ
う
な
文
章
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

臼
社
漫
神

道
経
日
。
聖
人
云
。
受
二
国
之
垢
一
。
是
謂
二
社
溌
之
主
一
。
人
君
能
受
二

国
之
垢
濁
一
若
二
江
海
不
諺
逆
二
小
流
一
。
則
能
長
保
二
社
溌
一
為
二
一
国
之
君

主
一
也
。

受
二
国
不
祥
一
。
是
謂
二
天
下
之
王
一
。
君
能
引
レ
過
自
與
代
レ
民
受
二
不
祥

之
映
一
。
則
可
三
以
王
有
二
天
下
一
也
。
事
始
云
。
孝
経
説
日
。
溌
五
穀
之

四



長
。
左
伝
日
。
有
二
列
仙
氏
之
子
柱
一
。
列
仙
炎
帝
之
世
也
。
自
レ
夏
以

上
祝
し
之
。
周
棄
亦
為
し
糧
。
后
穆
也
。
為
二
唐
官
一
。
自
レ
商
以
来
祀
し

之
。
命
配
し
祭
。
或
云
。
謂
守
レ
土
為
し
社
。
守
レ
穀
為
し
程
。

ま
た
、
宗
廟
に
つ
い
て
の
ロ
の
言
葉
と
同
一
の
も
の
は
『
一
秘
書
』
中
に
は

見
出
せ
な
い
が
、
「
社
漫
神
」
の
条
の
す
ぐ
前
に
宗
廟
に
つ
い
て
の
他
書
か

ら
の
引
用
が
数
ケ
条
あ
り
、
そ
の
中
に
、

ロ
大
廣
始
祖
廟
也
。
宗
廟
皆
然
也
。
（
中
略
）
仁
安
三
年
十
二
月
廿
八
日
。

明
経
博
士
師
元
師
尚
等
勘
文
云
。
伊
勢
太
神
者
。
日
本
国
太
祖
之
大
社

也
。

等
の
言
葉
が
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

ハ
ー
ブ
ヘ

ニ
、
『
神
名
秘
書
』
の
素
蓋
鳴
尊
の
根
国
追
放
の
記
事
の
中
に
、
「
解
除
」
に

つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
説
明
（
「
」
を
付
し
た
部
分
）
が
あ
る
。

爾
乃
帰
二
罪
過
於
素
蓋
鳴
尊
一
。
而
科
レ
之
以
二
千
座
置
戸
一
。
令
レ
解
．
除
其

罪
一
。
遂
降
二
於
根
国
一
焉
。
八
須
義
鳴
尊
便
為
二
冥
道
神
一
座
。
伊
弊
諾
尊

則
天
上
座
。
天
気
有
情
悪
戒
給
。
伊
弊
再
尊
則
地
下
座
。
地
気
有
情
悪
戒

給
。
「
解
除
云
。
上
起
二
子
伊
弊
諾
尊
一
。
下
施
二
干
天
児
屋
命
一
。
是
則
心

源
清
浄
之
儀
益
故
。
顕
二
自
性
精
明
之
実
智
｝
・
是
則
仮
体
不
浄
之
俄
悔

故
。
帰
二
無
為
清
浄
之
本
源
一
・
伝
云
。
念
鎮
護
神
国
之
境
。
福
智
円
満
之

国
。
遷
二
魔
縁
於
鉄
際
一
擢
二
微
悪
於
他
界
一
美
。
日
本
書
紀
日
。
逐
之
。
此

云
二
波
羅
賦
一
云
々
。

三
月
上
巳
祓
発
云
。
漢
代
三
月
上
巳
日
。
百
官
於
二
東
流
水
辺
一
膜
飲
。

自
レ
魏
以
後
只
用
二
三
日
一
不
し
用
二
上
巳
一
。

周
旗
云
。
周
礼
女
坐
祓
。
除
疾
病
一
。
旗
潔
。
故
於
二
水
上
一
潔
除
。
鄭
国

俗
。
三
月
桃
花
水
下
之
時
。
以
二
上
巳
一
。
秦
消
二
水
之
上
執
二
蘭
葉
一
招
レ

魂
続
レ
塊
祓
．
除
不
祥
一
美
。

後
漢
有
二
郭
虞
一
。
三
月
上
巳
。
産
一
一
三
女
一
不
し
育
。
俗
大
忘
。
至
二
其
日
》

諄
出
二
東
流
水
之
上
一
祈
穰
臭
。

晋
三
月
三
日
。
洛
中
公
王
已
下
至
二
南
浮
橋
一
旗
実
。
Ｖ
」

と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
も
ま
た
ヨ
秘
書
』
の
「
解
除
」
の
項
そ
の
ま
ま
の

引
写
し
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
一
秘
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ヲ
（
》
Ｏ

解
除
云
。
上
起
二
子
伊
弊
諾
尊
一
。
下
施
二
干
天
児
屋
命
一
。
是
則
心
源
清
浄

之
儀
益
。
故
顕
二
自
性
精
明
之
実
智
一
。
是
則
仮
体
不
浄
之
俄
悔
。
故
帰
二

無
為
清
浄
之
本
源
一
。
伝
云
。
念
鎭
護
神
国
之
境
。
福
智
円
満
之
国
。
遷
二

魔
縁
於
鉄
際
一
。
溌
二
稜
悪
於
他
界
一
。

日
本
書
紀
日
。
逐
之
。
此
云
二
波
羅
賦
一
云
々
。

覚
王
開
關
神
呪
仏
説
云
辰
朝
偽
也
云
々
。

白
衆
等
各
念
此
時
清
浄
偶
諸
法
如
影
像

清
浄
無
仮
機
取
説
不
可
得
皆
従
因
業
生

三
月
上
巳
祓
発
云
。
漢
代
三
月
上
巳
日
。
百
官
於
二
東
流
水
辺
一
襖
飲
。

自
レ
魏
以
後
。
只
用
二
三
日
一
不
し
用
二
上
巳
一
。
周
襖
云
。
周
礼
。
女
巫
祓
．

除
疾
病
一
。
襖
潔
。
故
於
二
水
上
一
潔
除
。
鄭
国
俗
。
三
月
桃
花
水
下
之

時
。
以
二
上
巳
一
。
秦
消
二
水
之
上
。
執
二
蘭
葉
一
招
レ
魂
続
レ
晩
。
祓
二
除
不

祥
一
美
。

後
漢
有
二
廓
虞
一
。
三
月
上
巳
。
産
二
三
女
一
不
し
育
。
俗
大
忌
。
至
二
其
日
一
・

諒
出
二
東
流
水
之
上
一
祈
穰
実
。
晋
三
月
三
日
。
洛
中
公
王
已
下
。
至
二
南

浮
橋
一
襖
突
。

三

五



こ
の
う
ち
、
「
覚
王
開
關
神
呪
」
の
部
分
が
『
神
名
秘
書
』
の
文
に
は
欠
け

て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
神
名
秘
書
』
の
他
の
箇
所
に
す
で
に
引
い
た
た
め
に

抜
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
両
書
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
両
書
が
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
有
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
両
書
は
全
く
同
一
人
の
手
に
な

る
書
で
あ
る
と
想
定
し
て
も
大
過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
な
く
と
も

『
神
名
秘
書
』
が
『
一
秘
書
』
を
手
元
に
置
い
て
述
作
さ
れ
た
可
能
性
が
濃
厚

で
あ
る
。

更
に
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
う
る
の
が
、
先
に
少
し
く
言
及
し
た
「
覚
王
開

閾
神
呪
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
「
覚
王
開
關
神
呪
」
な
る
も
の
は
、
元
来

『
金
剛
頂
経
金
剛
界
大
道
場
毘
盧
遮
那
如
来
自
受
用
身
内
證
智
巻
属
法
身
異
名

７

仏
最
上
乗
秘
密
三
摩
地
礼
俄
文
』
（
亦
の
名
、
『
三
十
七
尊
礼
俄
文
』
）
と
い
う

密
教
経
典
の
末
尾
に
見
え
る
も
の
で
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

白
衆
等
各
念
此
時
清
浄
偏

諸
法
如
影
像
清
浄
無
暇
稜

取
説
不
可
得
皆
従
因
業
生

若
干
の
字
句
の
異
同
（
「
暇
機
」
↓
「
仮
稜
」
）
は
あ
る
も
の
の
、
「
覚
王
開

關
神
呪
」
は
こ
の
偶
を
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
『
神
名
秘
書
」
の
中
で
は
天
岩
戸
神
話
に
関
す
る
記

述
の
「
亦
令
下
二
天
児
屋
命
一
。
以
一
一
広
厚
称
詞
一
祈
啓
と
実
」
の
「
広
厚
称
詞
」
の

割
注
と
し
て
次
の
よ
う
な
形
で
引
か
れ
て
い
る
。

、
、

、
、
、
、

諸
神
等
各
念
此
時
天
地
清
浄
。
諸
法
如
二
影
像
一
。
清
浄
無
二
仮
稜
一
取
レ
説

不
し
可
し
得
。
皆
従
し
因
生
し
業
。
（
傍
点
、
筆
者
）

こ
の
文
は
、
明
ら
か
に
『
一
秘
書
』
所
載
の
「
覚
王
開
關
神
呪
」
を
も
と
に
巧

８

み
に
字
句
を
改
変
し
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
具
体
例
を
あ
げ
て
『
一
秘
書
』
と
『
神
名
秘
書
」
と
の
間
に
密
接
な

関
係
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
て
『
神
名

秘
書
』
の
述
作
に
当
っ
て
『
一
秘
書
』
が
参
照
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
一
秘
書
』
は
少
な
く
と
も
『
神
名
秘
書
』
が
撰
上

さ
れ
た
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
な
い
し
、
そ
れ
の
修
訂
が
な
さ
れ
た
弘
安
十

９

年
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
作
者
は
誰

か
。
私
は
そ
れ
を
『
神
名
秘
書
』
の
作
者
度
会
行
忠
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え

る
。
具
体
例
の
一
で
、
諾
再
二
神
の
説
明
が
両
書
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
が
、
『
一
秘
書
』
、
『
神
名
秘
書
』
と
も
に
所
載
の
文
が
他
書

か
ら
の
引
用
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
出
典
を
明
示
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
し
か

る
に
、
こ
の
場
合
は
と
も
に
出
典
を
示
す
こ
と
な
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
そ

れ
が
両
書
の
筆
者
自
身
、
す
な
わ
ち
行
忠
自
身
の
考
え
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
書
の
密
接
不
可
分
な
関
係
か
ら
ゑ
て

『
一
秘
書
』
の
作
者
を
行
忠
に
比
定
し
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
行
忠

は
諸
先
学
に
よ
り
神
道
五
部
書
の
述
作
者
に
擬
せ
ら
れ
、
伊
勢
神
道
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
彼
が
特
に
道
家
思

想
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
如
く
『
古
老
口
実
伝
』
に
よ
り
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ヨ
秘
書
』
は
広
く
み
て
も
文
永
七
年
か
ら
弘
安
十
年
頃
の
間

に
度
会
行
忠
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
た
害
で
あ
り
、
恐
ら
く
行
忠
が
神
道
書
を
述

作
す
る
際
の
手
ぴ
か
え
ノ
ー
ト
的
な
書
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

一
二
一
ハ



二
神
道
五
部
書
と
『
大
元
神
一
秘
書
』

『
一
秘
書
」
が
文
永
・
弘
安
の
頃
に
度
会
行
忠
の
手
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
た

も
の
と
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
書
と
神
道
五
部
書
と
の
間
に
も
深
い

関
係
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
神
道
五
部
書
の
多
く
が

丁
度
こ
の
文
永
・
弘
安
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
述

作
者
と
し
て
度
会
行
忠
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、

神
道
五
部
害
に
お
け
る
外
来
思
想
受
容
の
様
態
と
『
一
秘
書
』
と
の
間
に
相
関

関
係
が
存
す
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
五
部
書
の
う
ち
「
倭

姫
命
世
記
』
（
以
下
『
枇
記
』
と
略
称
す
る
）
は
『
一
秘
書
』
の
中
に
引
か
れ

て
お
り
、
『
一
秘
書
』
成
立
以
前
に
既
に
存
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
（
以
下
『
宝
基
本
記
』
と
略
称
す
る
）

に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
み
る
見
解
が
有
力
な
の
で
、
こ
の
両
害

の
検
討
は
し
ば
ら
く
お
き
、
ま
ず
『
天
照
坐
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎭
座
次
第

記
』
・
『
伊
勢
二
所
皇
太
神
御
鎭
座
伝
記
』
・
『
豊
受
皇
太
神
御
鎭
座
本
紀
』

（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
次
第
記
』
・
『
伝
記
』
・
『
本
紀
』
と
略
称
す
る
）
の
い

⑩

わ
ゆ
る
「
神
宮
三
部
書
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

神
道
五
部
書
に
お
け
る
伊
勢
神
道
説
の
構
築
に
当
っ
て
、
道
家
思
想
が
極
め

て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
か
つ
て
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た

⑪

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
神
観
の
面
に
お
い
て
で
あ
り
、
二
つ
め
に

は
神
人
関
係
の
面
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
神
観
の
面
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

根
源
神
と
し
て
の
国
常
立
尊
の
解
釈
の
中
に
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

『
本
紀
』
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

蓋
間
。
天
地
未
し
剖
。
陰
陽
不
し
分
以
前
。
是
名
二
混
沌
一
。
万
物
霊
是
封

希
夷
視
聴
之
外
。
気
煎
気
象
之
中
。
虚
而
↑

つ
ま
り
、
『
述
義
』
の
説
く
天
地
の
始
源
、
根
痙

援
用
し
、
「
大
元
神
」
た
る
国
常
立
尊
を
説
明
、

で
あ
る
。

第
二
の
神
人
関
係
の
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

な
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。

皿
聰
之
外
。
気
煎
気
象
之
中
。
虚
而
有

汝
正
明
聞
給
倍
。
人
乃
天
下
之
神
物
也
。
莫
レ
傷
二
心
神
一
・
神
垂
以
二
祈

祷
一
為
し
先
。
冥
加
以
二
正
直
一
為
し
本
。

こ
の
文
は
、
つ
と
に
津
田
左
右
吉
氏
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
河
上
公
注
老

子
』
第
二
十
九
章
の
注
の
、

人
乃
天
下
之
神
物
也
、
神
物
好
二
安
静
一
、
不
し
可
下
以
二
有
為
一
治
上
、

と
い
う
言
葉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
『
一
秘
書
』
の
「
官
長
」
の

項
に
「
河
上
公
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
伝
記
』
で
は
神
鏡

に
対
す
る
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

視
聴
之
外
。
気
嵐
気
象
之
中
。
虚
而
有
し
霊
。
一
而
無
し
体
。
故
発
二
広
大

慈
悲
一
・
於
二
自
在
神
力
一
。
現
二
種
を
形
一
。
随
二
種
々
心
行
一
・
為
二
方
便
利

益
一
。
（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

こ
の
文
の
下
敷
き
に
用
い
ら
れ
た
の
は
『
老
子
述
義
』
の
文
で
あ
る
。
こ
の
書

は
供
書
で
現
在
伝
わ
ら
な
い
が
、
『
本
紀
』
の
文
に
関
連
す
る
箇
所
が
『
一
秘

書
』
冒
頭
の
天
地
開
關
に
関
す
る
文
を
収
め
た
中
に
次
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

老
子
述
義
序
云
。
大
象
無
し
形
独
立
二
陰
陽
之
首
一
。
玄
功
不
レ
宰
混
成
二
天

地
之
先
一
。
生
一
万
物
一
而
莫
レ
測
二
其
終
一
。
妙
二
万
物
一
而
不
レ
知
二
其
始
一
・ １

名
二
虚
空
神
一
・
亦
日
二
大
元
神
一
。
亦
国
常
立
神
。
亦
名
二
倶
生
神
一
・
希
夷

し
霊
。
一
而
無
し
体
。

『
述
義
』
の
説
く
天
地
の
始
源
、
根
源
と
し
て
の
「
道
」
の
観
念
を

「
大
元
神
」
た
る
国
常
立
尊
を
説
明
し
た
も
の
が
『
本
紀
」
の
記
述

ま
ず
『
伝
記
』
に
次
の
よ
う

三
七



天
地
開
關
之
明
鏡
也
。
三
才
所
し
顕
之
宝
鏡
也
。
当
下
受
レ
之
以
二
清
浄
一
・

而
求
レ
之
以
二
神
心
一
・
視
し
之
以
中
無
相
無
住
上
。

と
説
く
が
、
こ
れ
は
『
河
上
公
注
老
子
』
第
十
四
章
の
注
に
あ
る
。

三
者
謂
二
夷
希
微
一
也
、
不
し
可
二
致
詰
一
者
、
夫
先
し
色
先
し
声
光
し
形
、
口

不
し
能
し
言
、
書
不
し
能
し
伝
、
当
二
受
し
之
以
レ
静
求
レ
之
以
戸
神
、
不
〆
可
二
強

詰
問
而
得
一
也
。

に
よ
っ
て
述
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
河
上
公
注
』
で
は
現
象
の
本
体
で
あ
る

道
が
人
間
の
知
覚
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
故
人
間
は
こ
れ
に
対
す
る

に
心
を
静
寂
に
し
神
明
（
虚
な
る
状
態
に
保
つ
）
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
道
家
思
想
の
道
と
人
と
の
関
係
を
『
伝
記
』
の
文
で
は
神
体
た

る
鏡
へ
の
人
間
の
対
し
方
の
説
明
に
、
字
句
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
河
上
公
注
』
の
文
は
、
直
接
の
引
用
と
い
う
形
で

は
『
一
秘
書
』
に
見
え
な
い
が
、
同
書
の
国
常
立
尊
の
説
明
の
文
中
に
、

是
則
名
二
常
住
一
。
日
二
国
常
立
尊
一
。
亦
号
二
倶
生
神
一
也
。
視
レ
之
不
レ
可
し

視
。
無
色
無
形
。
口
不
し
能
し
言
。
無
心
無
声
。
書
不
し
能
し
伝
。
当
一
一
受
し
之

以
レ
静
。
求
レ
之
以
戸
神
。
不
し
可
二
外
求
し
之
。
詰
問
之
得
一
也
。

と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
更
に
「
祈
請
事
」
の
項
の
文
中
に
も
次
の
よ

う
な
形
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
道
家
の
こ
の
言
葉
に
行
忠
が
注
目
し
て
い
た
こ

と
が
分
る
。

大
道
者
是
平
常
心
也
。
是
陰
陽
之
外
。
至
一
之
境
。
不
し
可
二
以
レ
心
識
一
・

不
し
可
二
以
レ
名
言
一
者
也
。
当
二
受
し
之
以
レ
静
。
求
レ
之
以
ロ
神
。
離
二
一
切

相
一
。
無
二
分
別
心
一
。
捨
二
道
理
一
。
無
二
気
味
一
処
。
可
し
得
し
之
。
思
し
之
。

こ
の
他
、
神
宮
祭
祀
の
国
家
的
性
格
に
つ
い
て
『
伝
記
』
は

天
神
地
祇
大
宗
。
君
臣
上
下
元
祖
也
。
惟
天
下
大
廟
也
。
国
家
社
溌
也
。

故
尊
レ
祖
敬
レ
宗
。
礼
教
為
し
先
。
故
天
子
親
耕
。
以
供
二
神
明
一
。
王
后
親

蚕
。
以
供
二
祭
服
一
・
而
化
し
陰
化
し
陽
。
有
二
四
時
祭
一
・
徳
合
二
神
明
一
。
乃

與
二
天
地
一
通
也
。
徳
與
二
天
地
一
通
。
則
君
道
明
。
而
万
民
豊
也
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
河
上
公
注
老
子
』
第
十
六
章
の
注
の
、
「
能
王

則
徳
合
二
神
明
一
乃
與
レ
天
通
也
」
「
能
與
レ
天
通
則
與
レ
道
合
同
也
」
と
い
う
言

葉
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
河
上
公
注
老
子
』
の
こ
の
部
分

も
『
一
秘
書
』
の
「
人
皇
」
の
項
に
「
道
経
日
」
と
し
て
明
ら
か
に
引
用
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
神
宮
三
部
書
に
お
け
る
神
道
説
に
影
響
を
与
え
た
道
家

の
言
葉
の
主
な
も
の
は
、
そ
の
出
典
を
ヨ
秘
書
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
更
に
進
ん
で
、
こ
れ
ら
三
部

書
の
執
筆
の
段
階
で
『
一
秘
書
』
が
座
右
に
置
か
れ
参
照
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
推
測
を
も
抱
か
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
部
書
は
「
御
撰
都

神
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

記
日
。
以
代
水
徳
未
し
露
。
天
地
未
し
成
・
瑞
八
坂
瓊
之
曲
玉
乎
捧
二
九

宮
一
久
。
即
水
変
為
一
一
天
地
一
利
。
天
地
起
成
天
。
人
民
化
生
須
。
名
日
二

天
御
中
主
神
一
。
故
千
変
万
化
。
受
二
一
水
之
徳
一
。
生
二
続
命
之
術
一
。
故

名
亦
日
二
御
撰
都
神
一
也
。
（
『
次
第
記
』
）

一
記
日
。
伊
弊
諾
伊
弊
再
尊
。
八
古
語
日
一
一
伊
舎
那
天
。
伊
舎
那
天
妃
、
Ｖ

先
生
二
大
八
洲
一
。
次
生
二
海
神
一
。
次
生
二
河
神
一
。
次
生
二
風
神
等
一
。
以

降
。
雌
し
経
．
廻
一
万
余
歳
一
・
水
徳
未
し
露
誌
天
下
飢
餓
。
干
し
時
二
柱
神

天
之
御
量
事
乎
以
天
。
瑞
八
坂
瓊
之
曲
玉
乎
捧
二
九
宮
一
所
し
化
神
。
名
号
二

止
由
気
皇
太
神
一
支
・
千
変
万
化
。
受
二
一
水
之
徳
一
。
生
二
続
命
之
術
一
。

故
名
日
二
御
撰
都
神
一
也
。
（
『
伝
記
』
）

八



御
撰
都
神
八
是
止
由
気
太
神
者
。
水
気
元
神
坐
。
千
変
万
化
。
受
二
一
水

之
徳
一
。
生
二
続
命
之
術
一
。
故
名
日
二
御
撰
都
神
一
也
。
Ｖ
（
『
本
紀
』
）

こ
こ
に
引
く
「
記
日
」
と
か
．
記
日
」
と
は
、
西
田
長
男
氏
が
明
ら
か
に
し

⑫

て
い
る
ご
と
く
、
『
神
祇
譜
伝
図
記
』
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

同
書
に
は
、

豊
受
皇
太
神
八
亦
名
二
大
元
祖
神
も
亦
日
二
御
齪
都
神
、
亦
天
御
中
主
神
。
Ｖ

天
下
飢
餓
。
干
し
時
伊
弊
諾
伊
弊
閂
二
柱
尊
。
以
二
瑞
八
坂
瓊
曲
玉
一
捧
二
九

空
一
・
所
し
化
神
名
号
二
御
鱗
都
神
一
。
亦
名
豐
宇
介
皇
太
神
也
。

と
あ
り
、
三
部
書
の
記
事
は
こ
れ
に
潤
色
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
そ
の
潤
色
に
際
し
て
は
、
『
一
秘
書
』
の
「
御
饒
都
神
」
の
項
の
、

大
日
零
貴
則
為
二
日
神
一
也
。
以
為
二
火
性
主
一
。
御
撰
都
神
則
以
為
二
月

神
一
・
為
一
水
性
主
一
。
故
千
変
万
化
。
受
二
一
水
一
帰
二
道
一
一
。
故
強
号
二
御

慨
都
神
一
也
。
八
衆
妙
門
以
二
水
大
↓
開
一
關
之
一
。
恩
し
之
。
老
子
日
。
水
善

利
二
万
物
一
。
Ｖ

の
如
き
文
が
参
照
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
三
部
書
の
述
作
に
当
っ
て
『
一
秘
書
』
が
参
照

さ
れ
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
両
者
が
き
わ
め
て
思
想
的
に
近

い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、
三
部
書
の
述
作
者
は

ヨ
秘
書
』
の
作
者
度
会
行
忠
そ
の
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。

で
は
、
残
る
『
宝
基
本
記
』
と
『
世
記
』
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
『
宝
基
本
記
』
で
あ
る
が
、
本
書
に
も
三
部
書
同
様
道
家
思
想
の
影
響

が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
神
鏡
に
つ
い
て
、

鏡
者
霊
明
心
鏡
也
。
万
物
精
明
之
徳
。
故
照
二
混
沌
之
前
一
。
帰
二
元
始
之

要
一
。
斯
天
地
人
之
三
才
。
当
三
受
し
之
以
レ
精
。
求
レ
之
以
レ
神
。
視
レ
之
以
二

無
形
顕
実
一
。
故
則
以
二
無
相
鏡
一
為
二
神
明
御
正
体
一
也
。

と
説
く
が
如
き
、
『
一
秘
書
』
や
三
部
書
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
氏
、
西
田
氏
と
も
に
鎌
倉
初
期
の
成

立
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
述
作
者
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
氏
は
内
宮
祠
官
説
を

と
り
西
田
氏
は
外
宮
祠
官
の
手
に
な
る
と
み
る
な
ど
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
当
面
問
題
と
な
る
の
は
、
本
書
が
内
宮
、
外
宮
い
ず
れ
の
側
の
手
に
よ
っ

て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
成
立
当
初
よ
り
現
在
伝
わ
る
が
如
き
内

容
の
書
と
し
て
存
在
し
た
の
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
存

す
る
『
宝
基
本
記
』
に
は
果
し
て
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
く
手
が
か
り
を
、
私
は
『
宝
基
本
記
』

の
有
名
な
託
宣
文
の
中
に
求
め
た
い
。

天
皇
即
位
廿
六
年
丁
巳
冬
十
一
月
。
新
嘗
会
祭
夜
。
神
主
部
物
忌
八
十
氏

等
詔
。
吾
今
夜
承
二
太
神
之
威
命
一
。
所
二
託
宣
一
也
。
神
主
部
物
忌
等
慎

無
し
僻
。
正
明
聞
焉
。
人
乃
天
下
之
神
物
奈
利
。
須
レ
掌
一
静
證
一
志
。
心
乃

神
明
之
主
他
利
。
莫
レ
傷
二
心
神
一
礼
。
神
垂
以
二
祈
祷
一
為
し
先
。
冥
加
以
二
正

直
一
為
し
本
須
。
任
二
其
本
誓
一
。
皆
令
レ
得
一
一
大
道
署
。
天
下
和
順
。
日
月
精

明
。
風
雨
以
レ
時
。
国
豊
民
安
。
故
神
人
守
二
混
沌
之
始
一
。
屏
二
仏
法
之

息
一
。
置
二
高
台
之
上
一
。
崇
．
祭
神
祇
一
。
住
二
無
弐
之
心
一
。
奉
レ
祈
二
朝

廷
一
。
則
天
地
與
二
龍
図
一
運
長
。
日
月
與
二
鳳
暦
一
徳
遙
。
海
内
泰
平
。
民

間
段
富
。
各
念
。
祭
し
神
礼
以
二
清
浄
一
為
し
先
。
以
二
真
信
一
為
し
宗
。
散
斎

致
斎
内
外
潔
斎
之
日
。
不
し
楽
不
レ
弔
。
不
し
散
．
失
其
正
一
。
致
二
其
精
明
之

徳
一
。
左
物
不
し
移
し
右
。
兵
戈
無
し
用
。
不
し
聞
二
鞆
音
一
。
口
不
レ
言
二
稜

悪
一
。
目
不
レ
見
二
不
浄
一
。
鎭
専
二
謹
慎
之
誠
一
。
宜
レ
致
二
如
在
之
礼
一
。
背
し

三

九



心
一
誼
愉
。
教
令
レ
修
レ
善
、
随
し
器
授
レ
法
以
来
。
太
神
帰
二
本
居
一
。
止
二

託
宣
一
給
倍
利
。

既
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
章
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
経

文
を
巧
玖
に
取
り
入
れ
な
が
ら
述
作
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
が
直
接
『
無
量
寿

経
』
に
よ
っ
て
い
る
か
、
叉
は
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
記
さ
れ
た
字
句
で
あ
る
）
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
宝
基
本
記
』
の
記
事
の
下
敷
に
用
い
ら
れ
た
「
無
量
寿

経
』
巻
下
の
経
文
の
抜
粋
が
『
一
秘
書
』
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
形
で
引
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

無
量
寿
経
下
云
。

在
し
位
不
し
正
。
為
し
其
所
し
欺
。
妄
損
二
忠
良
一
。
不
し
当
二
天
心
一
。
臣
欺
二
其

在
し
位
不
し
正
。

こ
の
文
章
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
経

れ
て
い
る
（
傍
線
部
が
直
接
『
無
量
寿

ｌ
‐
！
Ｉ

月
清
明
。
風
雨
以
レ
時
。
災
属
不
レ
起
・
国
豊
民
安
。
兵
戈
無
用
。
崇
レ
徳

●
１
１
０
１
０
■
１
■
■
１
■
■
ｌ
■
■
０
凸
Ⅱ
Ｕ
０
８
８
ｇ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
■
■
且
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
Ⅱ

皆
令
レ
得
し
道
。
仏
所
二
遊
履
一
国
邑
丘
聚
嘩
レ
不
し
蒙
レ
化
。
天
下
和
順
。
日

我
判
卿
潤
劉
引
燗
淵
淵
開
道
蒋
苛
与
経
法
一
。
莫
レ
不
二
承
用
一
。
在
二
意
所
願
一

君
一
。
子
欺
二
等

禁
令
一
。
加
レ
ロ

子
欺
二
其

信
二
死
後
神
明
更
生
一
。
八
故
有
二
自
然
三
塗
無
量
苦
悩
も
Ｖ
』
苦
心
諦
愉

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１
Ⅱ
０
０
０
Ⅱ
１
８
１
８
■
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

亦
日
。
不
〆
信
二
先
聖
諸
仏
経
法
一 ’

然
三
塗
無
量
苦
悩
一
・
』

気
之
所
化
一
。
種
一
一
神
明
之
光
胤
一
。
不
し
信
二
神
明
之
禁
令
一
。
故
沈
二
生
死

長
夜
闇
一
。
吟
二
根
国
底
国
一
。
因
し
薮
奉
レ
代
二
皇
天
一
。
西
天
真
人
以
二
苦

法
而
不
レ
行
。
則
日
月
照
見
給
。
違
レ
文
而
不
し
判
。
則
神
明
記
識
給
。
惣

而
神
代
仁
者
。
人
心
聖
而
常
也
。
直
而
正
也
。
地
神
之
末
。
天
下
四
国
人

夫
等
。
其
心
神
黒
焉
。
分
二
有
無
之
異
名
一
。
心
走
使
。
無
し
有
二
安
時
一
・

心
蔵
傷
。
而
神
散
去
。
神
散
則
身
喪
。
人
受
二
天
地
之
霊
気
一
。
不
し
貴
一
霊

父
一
。
兄
弟
夫
婦
中

・
加
レ
是
之
悪
着
二
於
人
鬼
一
。

兄
弟
夫
婦
中
外
知
識
更
相
欺
証
。
』
復
不
レ
畏
二
王
法

。
不
し
信
四
行
し
道
可
三
得
二
度
世
一
・
不
し

’ 日
月
照
見
。
神
明
記
識
。
故
有
二
自

l
l
l

’

与
レ
仁
。
務
修
二
礼
譲
一
。
』
（
カ
ギ
括
弧
、
筆
者
）

こ
の
引
用
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
四
ヶ
所
か
ら
抜
粋
し
た
文
よ
り
成
っ
て
い

る
。
両
者
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
『
宝
基
本
記
』
が
い
か
に
巧
ゑ
に
こ
の
経
典

の
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
そ
の
下
敷
と
な
っ

た
原
典
を
知
る
者
は
ま
さ
し
く
そ
の
文
章
の
述
作
者
そ
の
人
で
あ
る
と
見
得
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
『
宝
基
本
記
』
の
こ
の
部
分
は
『
一
秘

書
』
の
作
者
度
会
行
忠
の
手
に
成
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
述
の
『
宝
基

本
記
』
に
見
ら
れ
る
道
家
思
想
の
影
響
も
こ
の
行
忠
の
手
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
本
書
の
原
本
の
成
立
が
鎌
倉
初
期
で
あ
る
に
し
て

も
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
宝
基
本
記
』
に
は
行
忠
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
も

の
と
推
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
現
存
す
る
『
宝
基
本
記
』
が
す
べ
て
行
忠
の
奥

書
を
有
す
る
こ
と
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
手
が
加
え
ら
れ
た
時
期

は
、
「
建
治
三
年
丁
丑
九
月
二
日
。
祢
宜
度
会
神
主
行
忠
害
二
写
之
一
・
」
と
の
奥

書
に
あ
る
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
こ
と
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ

⑬

の
時
期
は
ま
さ
し
く
三
部
書
の
述
作
期
に
も
当
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
『
世
記
』
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
『
世
記
』
の
文
が
『
一
秘
書
』
に
引
か
れ
て
お
り
、
従
っ
て
本
書
が
『
一

秘
書
』
に
先
行
す
る
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
事
実
、
内
容
的
に
見
て

も
主
に
古
い
縁
起
書
等
を
材
料
と
し
て
お
り
、
外
来
思
想
に
よ
る
付
会
も
そ
れ

ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
特
に
、
『
一
秘
書
』
を
始
め
と
し
て
三
部
書
や
『
宝
基

本
記
』
に
見
ら
れ
る
道
家
思
想
に
よ
る
潤
色
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
点
は

注
目
に
値
す
る
。
又
、
外
宮
祭
神
論
に
関
す
る
所
説
か
ら
ゑ
て
も
『
世
記
』
が

三
部
書
に
先
行
す
る
書
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ

四
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三
伊
勢
神
道
の
形
成
と
度
会
行
忠

こ
れ
ま
で
私
は
ヨ
秘
書
』
の
述
作
者
を
度
会
行
忠
と
承
、
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
五
部
書
の
成
立
の
問
題
に
照
明
を
与
え
て
き
た
が
、
こ
の
考
え
方
を
確
固
た

る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
『
一
秘
書
』
に
顕
著
な
道
家
思
想
へ
の
依
存
が
行

忠
そ
の
人
の
思
想
的
営
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
・

神
宮
祠
官
の
間
に
縁
起
を
中
心
と
す
る
神
道
書
述
作
の
動
き
が
現
わ
れ
る
の

、
、

は
、
何
も
行
忠
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
『
宝
基
本
記
』
の
原
形
は
鎌
倉

初
期
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
神
宮
三
部
書
や
『
世
記
』
の
述
作
に
用
い

ら
れ
た
『
大
同
本
記
』
も
鎌
倉
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
政
治
的
・
社
会
的
変

動
の
中
で
、
神
宮
祠
官
の
間
に
そ
の
祭
祀
の
意
味
を
改
め
て
問
い
直
そ
う
と
す

る
動
き
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
理
解
し
う
る
。
他
方
、
同
じ
頃
仏
家
の
側
か
ら
両

部
神
道
説
の
形
成
と
唱
道
の
動
き
が
立
ち
現
わ
れ
、
こ
れ
が
神
宮
祠
官
に
大
き

な
思
想
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
「
中
臣
祓
訓
解
』
の
伊
勢
神

道
説
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
で
あ
る
。
本
書
は
密
教
思
想
に
よ
っ
て

『
中
臣
祓
』
を
解
釈
し
た
書
で
、
そ
の
成
立
年
代
は
建
久
二
年
（
二
九
一
）

以
前
、
六
波
羅
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
立
に
は
、
鎌
倉
中

期
ま
で
僧
侶
に
よ
る
神
宮
法
楽
活
動
の
中
心
地
で
あ
っ
た
仙
宮
院
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
『
訓
解
』
が
神
宮
祠
官
の
間
に
伝
え
ら
れ
伊
勢

神
道
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
『
世
記
』
や
『
宝
基
本
記
』
・
『
御
鎮

る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
『
世
記
』
は
行
忠
以
前
に
成
立
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

座
本
紀
』
等
の
中
に
明
ら
か
に
『
訓
解
』
に
基
づ
い
た
と
ゑ
ら
れ
る
文
章
が
散

見
す
る
こ
と
や
、
行
忠
の
『
神
名
秘
書
』
の
中
に
『
訓
解
』
か
ら
の
引
用
が
存

⑭

す
る
こ
と
等
か
ら
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岡
田
荘
司
氏
は
こ
の
「
中
臣
祓
訓
解
』
の
伝
本
を
精
査
し
、
本

書
が
度
会
家
相
伝
の
秘
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
『
中
臣

祓
記
解
』
と
題
す
る
度
会
常
良
の
書
写
歴
を
も
つ
異
本
が
存
し
、
『
訓
解
』
と

と
も
に
秘
書
と
し
て
度
会
氏
の
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
、
論
証
し

⑮

て
い
る
。
そ
の
中
で
本
稿
の
課
題
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
記

解
』
の
伝
本
の
う
ち
、
国
学
院
黒
川
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
東
京
教
育
大
学
本
に

建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
の
書
写
歴
を
有
す
る
「
漢
朝
祓
起
在
三
月
三
日
上

巳
」
の
一
文
が
合
綴
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
半
部
は
『
神
名
秘
書
』
の
「
三
月

上
巳
祓
発
会
、
漢
代
三
月
上
巳
．
：
：
．
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
で
あ

る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
行
忠
以
前
既
に
漢
籍
類
に
着
目
し
そ
れ
を
と
り

入
れ
よ
う
と
す
る
動
き
が
神
宮
祠
官
の
間
に
存
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

行
忠
の
営
為
も
か
上
る
先
人
の
営
為
の
上
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
も

し
そ
こ
に
道
家
の
典
籍
か
ら
の
引
用
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
行
忠
の

手
に
よ
っ
て
始
め
て
道
家
思
想
に
依
拠
し
て
の
伊
勢
神
道
論
の
形
成
が
な
さ
れ

た
と
す
る
筆
者
の
見
方
は
根
本
的
な
再
検
討
の
必
要
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
も

な
り
、
ひ
い
て
は
『
一
秘
書
』
行
忠
述
作
説
も
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
幸
い
に
国
学
院
大
学
黒
川
文
庫
本
を
閲
覧
す
る

⑱

機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
全
文
を
左
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

漢
朝
祓
ノ
起
在
三
月
三
日
上
巳

（
マ
マ
）

漢
代
三
月
上
巳
日
百
官
於
東
流
水
辺
旗
飲
。
自
レ
穐
以
後
只
用
二
三
月
三

日
一
不
し
用
二
上
巳
一
。
周
旗
云
周
礼
女
巫
祓
除
二
疾
病
一
襖
潔
。
故
於
二
水
上
一

四
一



（
マ
マ
）

棋
除
。
鄭
国
俗
。
三
月
桃
花
下
之
時
以
二
上
巳
一
湊
清
於
二
二
水
上
一
執
葉

招
レ
魂
続
レ
槐
而
祓
除
二
不
祥
ゞ
。

（
マ
マ
）
Ｌ
Ｏ
－
云

後
漢
代
有
二
郭
塵
一
。
以
二
三
月
上
巳
一
出
二
束
流
水
之
上
一
祈
砿
。
晋
》
｜
〈
三

月
三
日
公
主
以
下
至
二
南
浮
橋
一
襖
し
之
。

明
念
僧
正
菩
提
訓
説
云
八
南
天
竺
波
羅
門
僧
正
菩
提
也
Ｖ
世
界
自
レ
本
法

界
也
。
天
地
自
レ
本
神
地
也
。
非
二
仏
子
一
無
二
衆
生
一
。
非
二
神
流
一
無
二
人

身
一
。
故
以
二
我
本
一
導
二
衆
生
一
。
神
以
二
清
浄
一
度
二
衆
生
一
。
帝
以
二
要
道
一

教
二
万
民
一
。
雛
二
其
教
異
一
是
其
理
一
也
。

一
書
日
。
天
照
坐
太
神
現
二
化
権
之
姿
一
応
同
二
衆
生
一
垂
一
跡
閻
浮
一
。
請
二

府
蝿
ヲ
於
魔
王
二
’
八
伊
舎
那
天
実
類
之
孫
大
己
貴
神
是
也
。
一
名
第
六
天

（
マ
マ
）

魔
王
一
也
。
Ｖ
施
二
降
化
之
神
力
一
。
外
顕
下
異
二
仏
教
↓
｜
｜
之
儀
約
上
。
内
為
二

仏
法
之
神
兵
一
・

一
書
日
。
推
尋
二
其
意
一
殊
不
レ
得
爾
也
。
是
伊
勢
両
宮
則
本
来
清
浄
本
源

阿
字
不
生
不
滅
無
想
一
実
妙
理
也
。
故
不
レ
起
二
仏
見
法
見
一
。
無
二
著
想
一
・

故
為
二
本
来
清
浄
一
。
有
為
不
浄
実
執
也
。
無
為
清
浄
妙
体
也
。
故
則
虚
形

鏡
表
一
大
空
無
想
之
徳
一
。
無
二
尊
形
一
。
無
相
鏡
也
。
万
法
影
歴
然
也
。

以
一
無
想
無
念
一
為
し
本
。
故
不
レ
起
二
仏
見
法
見
一
。
是
無
心
相
応
不
思
議
観

是
也
。

或
云
。
古
人
云
。
法
身
如
来
〈
種
子
ノ
位
也
。
尊
形
ハ
者
出
胎
位
也
。
以
二

慈
悲
一
為
し
体
。
八
観
音
妙
体
也
。
Ｖ
伊
勢
両
宮
則
周
遍
法
界
妙
体
一
〃
無
二

尊
形
一
・
自
余
垂
跡
則
受
二
法
楽
一
帰
二
本
理
一
云
云
。
顕
二
尊
形
事
相
一
即
理
故

現
当
二
世
益
在
也
。
念
し
想
則
世
間
悉
地
方
便
教
相
也
。
有
為
法
也
。
出

枇
則
無
想
絶
待
観
也
。

神
明
者
八
一
切
衆
生
羅
網
之
躍
路
之
鏡
是
也
。
明
く
云
二
本
来
明
心
ヲ
｜
也
。

真
如
〈
云
二
真
如
ヲ
｜
・
故
則
天
照
太
神
正
二
向
二
南
洲
一
給
。
神
心
無
し
隔
処

云
二
般
若
ｊ
云
二
如
意
宝
珠
一
‐
也
Ｖ
云
二

四
二

日

真
心
如
レ
鏡
。
亦
如
二
家
主
一
。
忌
心
加
レ
影
。
又
如
二
客
人
一
。

④
水
管
宿
鏡
渭
影
顕
教
家
三
身
具
足
形
者
応
身
体

神月

影
浮
者
化
身
相
。
空
観
者
法
身
理
。
是
天
神
作
制
也
。
心
鏡

八
心
性
不
動
仮
立
中
名
巳
概
三
千
仮
立
空
称
雛
レ
己
而
存
一
仮
立
仮
号
毛
Ｖ

（
マ
マ
）

上
天
解
除
ノ
祝
祠
八
色
即
是
空
空
即
是
色
Ｖ

念
念
〈
八
一
切
諸
罪
性
皆
如
如
是
罪
性
本
来
空
Ｖ

八
顛
倒
因
縁
忘
心
起
三
世
之
中
無
所
得
Ｖ

大
日
本
者
大
八
洲
也
。
大
日
雲
貴
治
国
也
。
八
葉
花
台
也
。
金
剛
胎
蔵
諸

会
也
。
大
日
宮
世
界
国
士
也
。
凡
世
界
自
レ
本
本
覚
也
。
目
し
本
無
明
也
。

本
叉
法
界
也
。
本
是
本
仏
也
。
本
者
法
然
道
理
也
。

大
梵
王
宮
遷
造
之
心
御
柱
八
名
二
天
ノ
御
量
柱
卜
’
一
《
〈
名
ク
ニ
天
／
御
柱
↓
｜

（
マ
マ
）

一
二
〈
名
二
斉
柱
卜
｜
昔
〈
天
地
去
テ
未
溌
遠
。
故
以
二
天
ノ
御
柱
一
挙
二
於
天

上
一
也
Ｖ
凡
此
御
柱
者
天
地
開
關
之
本
基
。
諸
神
自
己
之
惣
体
也
。

大
日
零
貴
宝
座
。
法
界
卒
都
婆
。
文
殊
三
昧
形
独
古
。
亦
本
来
清
浄
不
生

不
滅
周
遍
法
界
一
心
柱
是
也
。
竜
神
守
護
給
。
不
動
明
王
栗
柄
也
。

尚
書
日
。
惟
天
地
〈
万
物
父
母
。
惟
人
ハ
万
物
之
霊
ナ
リ
。
八
注
日
生
之
謂

父
母
者
霊
神
也
Ｖ

建
長
七
年
九
月
十
三
日
実
忠
写
之

禰
宜
正
四
位
上
度
会
神
主
常
良
拝
写

以
上
が
『
記
解
』
合
綴
部
分
の
全
文
で
あ
る
。
岡
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
、

冒
頭
部
は
『
一
秘
書
』
や
『
神
名
秘
書
』
に
載
せ
る
「
三
月
上
巳
祓
発
云
」
以

下
の
文
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
部
分
は
、
末
尾
の
『
尚
書
』

か
ら
の
引
用
一
条
を
除
き
、
密
教
教
理
に
も
と
づ
く
神
道
説
か
ら
成
っ
て
お

り
、
道
家
思
想
の
影
響
が
全
く
存
し
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
建
長
七
年
と
い

③



以
上
、
私
は
『
大
元
神
一
秘
書
』
の
著
者
と
成
立
時
期
、
及
び
『
一
秘
書
』

と
五
部
書
と
の
関
係
と
い
う
二
つ
の
問
題
点
の
解
明
を
軸
と
し
て
、
伊
勢
神
道

の
形
成
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゑ
た
が
、
そ
の
結
果

一
、
『
大
元
神
一
秘
書
』
は
度
会
行
忠
の
手
に
よ
っ
て
述
作
さ
れ
た
書
で
あ

り
、
彼
が
神
道
書
を
述
作
す
る
際
の
手
控
え
ノ
ー
ト
的
性
格
の
書
物
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

二
、
神
宮
三
部
書
の
外
来
思
想
と
『
一
秘
書
』
の
内
容
と
の
間
に
は
共
通
の
思

想
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
影
響
関
係
も
若
干
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
通
説
に
説
か
れ
る
よ
う
に
三
部
書
の
作
者
を
行
忠
と

み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
。

三
、
従
来
、
鎌
倉
初
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
『
宝
基
本
記
』
に
も
行
忠
の
手

が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
。

四
、
伊
勢
神
道
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
道
家
思
想
の
導
入
は
行
忠
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

⑰

え
ば
、
行
忠
は
二
十
才
で
外
宮
八
禰
宜
を
勤
め
る
青
年
神
官
で
あ
り
、
ま
だ
神

学
修
業
時
代
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
行
忠
が
『
神
名
秘
書
』

を
撰
上
す
る
の
は
、
こ
の
三
十
年
後
、
弘
安
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
行
忠

の
青
年
時
代
の
神
宮
祠
官
層
の
教
養
は
、
若
干
の
漢
籍
へ
の
関
心
は
あ
っ
た
も

の
の
、
両
部
神
道
へ
の
傾
斜
が
著
し
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
、
道
家
思
想
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
部
神
道
か
ら
独
立

し
た
伊
勢
神
道
教
説
を
樹
立
し
た
の
は
や
は
り
度
会
行
忠
の
営
為
に
よ
る
も
の

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

㈹
『
続
群
書
類
従
』
第
一
輯
下
所
収
本
に
よ
る
。

③
『
倭
姫
命
世
記
』
冒
頭
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
地
開
關
之
初
。
神
宝
日
出
之
時
。
御
撰
都
神
与
二
大
日
雲
貴
一
。
豫

結
二
幽
契
一
。
永
治
二
天
下
一
。
言
寿
宣
。
建
或
為
し
月
為
し
日
。
永
懸
而

不
レ
落
・
或
為
レ
神
為
し
皇
。
常
以
無
し
窮
。
光
華
明
彩
。
照
二
徹
於
六
合

之
内
一
以
降
。
（
以
下
省
略
）

⑧
西
田
長
男
氏
、
「
度
会
神
道
成
立
の
一
斑
ｌ
新
出
の
『
神
祇
譜
伝
図
記
』

に
沿
っ
て
ｌ
」
（
同
氏
著
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
四
巻
所
収
）
参
照
。

側
久
保
田
収
氏
、
『
中
世
神
道
の
研
究
』
第
一
章
三
「
伊
勢
神
道
書
の
成

立
」
参
照
。

⑥
こ
の
表
は
暫
定
的
に
作
成
し
た
も
の
で
か
な
り
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
表
中
に
「
…
…
：
・
日
（
云
）
」
と
あ
る
の
は
当
該

等
の
点
を
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
思
う
。

伊
勢
神
道
の
成
立
や
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
が
古
人
に
仮
託
さ

れ
て
い
て
成
立
時
期
や
作
者
を
な
か
な
か
明
確
に
は
断
定
し
に
く
い
こ
と
、
仏

教
・
道
家
・
儒
教
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
思
想
が
援
用
さ
れ
一
見
き
わ
め
て
雑

駁
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
、
等
々
の
難
し
い
問
題
が
あ
る
た
め
未
だ
十
分

な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
る
に
、
本
稿
に
お
い
て
明
ら

か
に
し
た
如
く
、
『
一
秘
書
』
が
伊
勢
神
道
の
創
唱
者
と
も
い
う
べ
き
度
会
行

忠
の
座
右
ノ
ー
ト
的
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
書
物

を
軸
と
し
て
伊
勢
神
道
の
形
成
の
問
題
を
考
え
る
と
い
う
新
し
い
視
角
が
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
外
来
思
想
を
詳
細
に
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢
神
道
の
思
想
構
造
が
明
確
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

注

四
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書
中
に
そ
の
言
葉
を
確
認
し
て
い
な
い
か
、
又
は
そ
の
書
物
自
体
が
現
在
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
確
認
不
能
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

⑥
日
本
に
お
け
る
老
子
の
受
容
に
つ
い
て
武
内
義
雄
氏
は
平
安
か
ら
鎌
倉
室

町
に
か
け
て
は
河
上
公
注
が
流
行
し
、
そ
れ
が
近
世
に
は
い
る
と
林
希
逸
の

口
義
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
、
中
世
ま
で
は
賢
大
隠
の
述
義
も
広
く
読

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
日
本
に
お
け
る
老
荘
学
」
、
全
集

第
六
巻
所
収
）
が
、
こ
の
傾
向
は
『
一
秘
書
』
に
お
け
る
道
家
の
典
籍
の
引

用
の
実
態
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
責
大
隠
の
述
義
は
散
供
し
て
伝
わ
ら

な
い
が
、
本
書
の
他
、
度
会
家
行
の
『
類
聚
神
祇
本
源
」
に
も
侠
文
が
十
条

見
出
さ
れ
、
河
上
公
注
と
と
も
に
伊
勢
神
道
家
が
尊
重
し
て
い
た
こ
と
が
分

ラ
（
》
Ｏ

例
大
正
新
修
大
蔵
経
第
十
八
巻
所
収
。

⑥
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
覚
王
開
關
神
呪
」
は
早
く
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
中
に
次

の
よ
う
な
形
で
引
か
れ
て
い
る
。

天
津
宮
事
八
諸
法
〈
影
像
ノ
如
し
。
清
浄
ニ
シ
テ
暇
椴
無
し
。
取
説
不
可

得
な
り
。
皆
因
業
よ
り
生
ズ
。
Ｖ

神
ノ
宣
命
な
り
。
祝
詞
な
り
。
謂
は
ク
、
之
を
宣
レ
バ
即
ち
一
心
清
浄

一
一
シ
テ
、
常
住
円
明
ノ
義
益
す
な
り
。
是
れ
浄
戒
波
羅
密
多
を
修
す
る

な
り
。
之
を
観
ず
レ
バ
不
可
得
ノ
妙
理
な
り
。

そ
れ
故
、
こ
の
神
呪
は
元
来
両
部
神
道
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
も

の
で
、
そ
れ
が
伊
勢
神
道
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
『
神
名
秘
書
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
弘
安
八
年
の
撰
上
本
が

成
り
、
次
い
で
弘
安
十
年
七
月
以
後
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
「
重
検
二
旧
記
一

加
一
執
捨
一
」
え
た
も
の
が
現
在
の
広
本
で
あ
り
、
更
に
正
応
六
年
以
後
に
広

本
を
も
と
に
新
た
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
が
略
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
久
保
田

収
『
中
世
神
道
の
研
究
』
、
三
六
’
四
○
頁
）
・
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る

の
は
広
本
で
あ
る
が
、
『
一
秘
書
』
と
の
関
連
部
分
が
弘
安
十
年
以
後
の
修

訂
の
際
に
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
い
ち
が
い
に
否
定
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ

『
神
名
秘
書
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
更
に
詳
し

い
検
討
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑩
こ
れ
ら
三
書
は
当
時
よ
り
「
神
宮
三
部
書
」
と
呼
称
さ
れ
一
括
し
て
取
扱

わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
文
治
元
年
度
会
高
倫
が
書
写
し
た
旨
の
奥
書
を
共

有
し
て
い
る
。
故
に
相
前
後
し
て
述
作
さ
れ
た
一
連
の
書
と
見
る
こ
と
が
で

き
、
内
容
的
に
も
相
互
に
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
（
詳
し
く
は
、
久

保
田
氏
、
前
掲
書
、
一
二
’
一
八
頁
参
照
）
。

⑪
拙
稿
、
「
伊
勢
神
道
の
形
成
と
道
家
思
想
Ｉ
神
観
を
中
心
と
し
て
ｌ
」

（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
三
集
）
参
照
。

⑫
西
田
長
男
氏
、
前
掲
論
文
参
照
。

⑬
『
宝
基
本
記
』
の
成
立
期
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
神
道
五
部
書
成

立
私
考
」
（
『
東
北
福
祉
大
学
紀
要
』
第
四
巻
第
二
号
）
を
併
せ
参
照
さ
れ

た
い
。

⑭
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
成
立
時
期
及
び
伊
勢
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

久
保
田
収
氏
、
前
掲
書
八
八
’
一
○
○
頁
参
照
。

⑮
岡
田
荘
司
氏
「
『
中
臣
祓
訓
解
』
及
び
『
記
解
』
の
伝
本
」
（
『
神
道
及

び
神
道
史
』
第
二
七
号
）
参
照
。

⑯
返
り
点
、
送
り
仮
名
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
読
点
は
筆
者
が
試
玖
に

付
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑰
『
外
宮
禰
宜
年
表
』
に
よ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
う
ち
、
「
一
、
『
大
元
神
一
秘
書
』
の
述
作
者
と
そ
の
成
立

時
期
」
の
部
分
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
日
本
思
想
史
学
会
大
会
に
お
い
て
、

「
『
大
元
神
一
秘
書
』
と
度
会
行
忠
」
の
題
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ

ブ
（
》
○

四
四


